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2024－25年度国際ロータリーテーマ
第1843回例会
令和7年2月27日（18：30～19：30）

○ソング
　◦奉仕の理想
○ビジター
　◦パストガバナー　鈴木邦典様（白河RC）
○スマイルBOX
　◦鈴木邦典パストガバナー（久しぶりにスピーチさせていただきます。）
　◦阿部克弘会長(本日は鈴木邦典パストガバナー様卓話有難うございました。）
　◦十文字光伸幹事(本日はパストガバナー鈴木邦典様、卓話ありがとうございました。）
　◦山口治会員（鈴木邦典パストガバナー、お忙しい中、卓話依頼を快く受けて頂き誠にありがとうござ
います。大変参考になるお話でした。）
　◦永野文雄会員（ゲストのパストガバナー鈴木邦典様ようこそ白河西クラブへおいで下さいました。卓
話ありがとうございました。）
　◦宮本多可夫会員（鈴木邦典パストガバナー、本日は白河西ロータリーへ、ようこそ。卓話ありがとう
ございました。）
　◦富永章会員（鈴木パストガバナーようこそ白河
西RCへ、卓話ありがとう御座います。）
　◦齊藤愛会員（１月に誕生日をむかえました、い
ただいたお酒は主人と楽しみます。ありがとうご
ざいました。）
　◦池田浩章会員（白河RCパストガバナー鈴木邦
典様、卓話お疲れ様でした。）

【今週の仮メイクアップ会員】
　◦２月１８日　深谷ノースRC訪問
　阿部克弘、金田昇、藤田龍文、成井正之、山口治、
中目公英、村上堅二、兼子聡、堀田一彦、運天直
人、十文字光伸

　◦２月２３・２４日　山形蔵王
　佐藤幸彦、青木大、中嶋一貴、斉藤愛、堀田一彦
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■会長の時間� 阿部克弘会長
　皆さんこんばんは。今日もお忙し
い中ご参加をいただきまして有難う
ございます。先ず初めに本日のお客
様をご紹介させていただきます。国
際ロータリー第2530地区パストガバ
ナーの鈴木邦典様です。所属は白河

ロータリークラブさんです。後ほど卓話を頂戴した
いと思いますので宜しくお願いしたいと思います。今
もビデオ流れていたと思うんですが「寺田 心白河紀
行」ということでNHKさんだったと思います。私も
見ていました。以前は渋沢栄一さんの事も取り上げら
れ、そして「べらぼう」では松平定信さんの事を取り
上げられる南湖神社が大変クローズアップされており
まして、何度も申し上げますが今の時の勢いは南湖神
社ということで、皆さんも私もワンちゃんを連れて何
度も行っていますが、やはり訪れる観光客の数も多い
んじゃないかなというふうに思っております。本日は
社会奉仕委員会担当の例会という事で、鈴木邦典パス
トガバナーさんからのお話を頂戴しますが、前回深谷
ノースロータリークラブさんに伺った際もですが、海
外の姉妹クラブが4つぐらいですか？ありまして、あ
とは国内の姉妹クラブは白河西ロータリークラブだけ
ですが、本当に国際的な活動をされていて、ロータリ
ークラブ活動ってとても国際的な奉仕というのがすご
く私には感じられました。今月3月は社会奉仕委員会
の私がどうしてもやりたかった「盲導犬応援プロジェ
クトin白河2025」の開催月になっております。私は社
会貢献の一環で犬に関する事をずっと20年間以上やっ
てまいりましたが、それから比べるとロータリークラ
ブの活動は国際的で私がずっとやって来た活動という
のは目先の活動に感じられて比較にはならないんじゃ
ないかなと感じておりますが、まあ自分なりに身の丈
に合った活動で頑張っていければなと思っております。
そういう意味で、今日は国際的なお話も聞けるのかな
と思っておりまして、個人的にも楽しみにしておりま
す。ぜひ皆さんも鈴木邦典パストガバナーさんのお話
をお聞きになって、今一度ロータリーとは「何ぞや」
という事も含めて考えていただければなと思っており
ます。おそらく卓話は時間ギリギリいっぱいになるか
と思いますので、会長の時間は以上とさせていただき
ます。本日もよろしくお願いいたします。有難うござ
いました。

本日のプログラム ■幹事報告� 十文字光伸幹事
○ 日 本 事 務 局 ク ラ ブ ・ 地 区 支 援
室：第３回・地区支援メッセージ
（２０２４ー２５Q３）
○Rotary International：ロータリー
国際大会でリーダーシップの力を高
めよう

○ガバナー　早川敬介、財団委員長　林克重：ポリ
オ・プラス・ソサエティ（PPS）入会推進のお願い
○ガバナー　早川敬介
　社会・国際奉仕委員長　白石薫：「ロータリーイン
パクトブック」発行のお知らせ
○（㈱）オクトン：OCTON　CATALOG４５

■各委員報告
●スキー愛好会
　ゴルフ愛好会� 堀田一彦会長

　皆さん、こんばんは。まずはスキ
ー愛好会の報告からですが、先日の
23、24日ですね。日曜日、月曜日で
蔵王のほうに、米沢さん、米沢中央
さん、天童さんとのスキーの交流会
のほうに参加してまいりました。参

加者は、佐藤会長とそのご家族、それと青木会員と
そのご家族と、中嶋会員、それから齊藤会員、そして
私の総勢11名で参加してまいりました。寒波の影響も
ありまして、初日は若干吹雪の中滑るような形だった
んですが、二日目はすっかり晴れまして山頂の樹氷も
きっちり綺麗に見ることが出来ました。中嶋会員が山
頂に行く際にちょっと道に迷いまして、中嶋会員だけ
ちょっと樹氷見れていないので、来年是非樹氷を見に
もう一度蔵王にチャレンジしていただければなと思い
ます。また、懇親会のほうも山形のパストガバナーも
いらっしゃいまして、楽しく総勢26名のほうで懇親を
深めさせていただきました。是非、私も来年もう一
度、自分の靴とスキー板を買ってチャレンジしたいな
というふうに思います。それとゴルフ愛好会のほうか
らですが、皆さんのほうに案内は流しましたが、4月
13日の日曜日に「グリーンアカデミーカントリークラ
ブ」でゴルフ愛好会第3回のコンペを行います。その
際、コザのほうにも終了後ゴルフバックを送ったりと
か、そういう作業もできますのでできるだけ多くの方
に参加をしていただきたいというふうに思います。

（２）
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■本日のプログラム�
●社会奉仕委員会� 山口治委員長

　皆さん、改めましてこんばんは。
社会奉仕委員会担当例会ということ
で講師をお招きいたしました。皆さ
ん、ご存じの方ではありますけども
改めてご紹介させていただきます。
本日の講師、白河ロータリークラブ

所属、第2530地区パストガバナー、鈴木邦典様です。
鈴木邦典さん、現在地区の役職は、社会国際奉仕委員
会相談役というふうになっております。また、今年度
の規定審議会、2530地区代表委員として4月にアメリ
カに行くことになっております。お話を伺うと、計4
日間の日程ということでなかなかハードな日程で、行

く前の予習などもかなり斬新なものがあるようでござ
いますので、本当そんなお忙しい中、今日の卓話依頼
を快く受けていただき本当に誠にありがとうございま
す。それでは、卓話のほうよろしくお願いいたします。

●第2530地区パストガバナー� 鈴木邦典様
　皆様、こんばんは。只今、紹介さ
れましたわたくし鈴木邦典でござい
まして、職業分類はソムリエという
ことで現在もやっております。こち
らのクラブはやっぱりもう73人って
いいましたかね。かなり人数の大所

帯、県南地方で大所帯のクラブでございます。わたく
しも人生の半分はロータリー、今84歳なんですけど
も、42年間ロータリーライフを送っております。ちょ
っと話は戻しますけど、今幹事さんが報告された中
で、ポール・ハリス・ソサエティ、聞いたことある人
いらっしゃいますよね、実は私今日付けてるこのバッ
チは、普段は付けてないんですけど。これ、ポール・
ハリス・ソサエティってＰＨＳって書いてんですけど
ね。わたくし、今、山口治さんから紹介されて今年度、
今の早川年度では社会国際奉仕担当相談役ということ
でありますけども、泉田年度、今年の7月からその担
当は今度は変わりまして、ロータリー財団でポール・
ハリス・ソサエティコーディネーターをお願いします
ということで、一昨日電話があったんですね。ロータ
リーっていうのは皆さんご存じのように、大体頼まれ
たらお願いを承諾するというのがロータリーのしきた
りでございますので。もちろんこちらは沢山いらっし
ゃいますから、あんまり拒否をされる方はいらっしゃ
らないと思いますけど。是非、例えば間もなく次年度
も始まりますけど、間もなくＰＥＴＳ、あるいは地区
研修協議会も始まりますから、次年度の方々はもう大
体決まりつつあるかと思いますけども、是非その嫌だ
って言わないで会長さんの仰るようにわかりましたと
いう返事で進めていただければ、ロータリーというの
はスムーズに行くかと思います。会長さんの先程お話
を聞いてましたら、8か月を過ぎると会長さんのスピ
ーチ、会長さん経験いっぱいいらっしゃるんでしょう
けども上手になってくるんですね。慣れてくるんです、
これは。阿部会長さんも慣れてきたなと思っておりま
すので、私も経験をしておりますけどもこちらにいら
っしゃるパスト会長さん方、皆さんそうだったろうと
思います。今日はそういうわけで、先程紹介されまし
たようにわたくし社会国際奉仕担当の相談役。それと、
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規定審議会代表議員としてこちらの金田年度まで。で
すから、来年の6月まで任期なんですね。今日は山口
治さんの社会奉仕委員長ということで。しかし、私も
そんなに勉強してるわけじゃないので、専門家でもあ
りませんから今までの知ってたことで、皆さんのお役
に立つかどうか私もそれは心配なんです、正直言って。
しかし、42年間ロータリーやってこさせていただきま
したので、それなりの事についてお話したいと思いま
す。もちろん、先程の言ってる規定審議会も含めてお
話したいと思います。ところで、決議23の34って聞い
たことある人いらっしゃいますか。決議23の34。一人
二人、富永さん。もちろん、宮本パスト会長は聞いて
るでしょうけどね。この社会奉仕というのはロータリ
ーにおいて社会奉仕とはって、その決議文の中に書か
れてるんですよ。それは決議23の34、それは1923年の
決議の中の34番目という意味なんですけど。それには、
こういうふうに書いてあるんです。ロータリーにおい
て社会奉仕とは、ロータリアンのすべてがその個人生
活、事業生活および社会生活に奉仕の理念を通用する
ことを奨励、育成することであると。その他長くいろ
いろ書いてあるんです。単純に言えばそういうことな
んです。具体的には、例えば奉仕する者は行動しなけ
ればならない。ですから、社会奉仕というのは、もう
行動を起こさなければならないってことなんですね。
昨年9月に開催された行った方いらっしゃる会長さん
か社会奉仕、あるいは国際奉仕の委員長さん、あるい
は委員の方行ってらっしゃったと思うんですけど、社
会国際奉仕委員会とロータリー財団の合同セミナーが
郡山でありましたよね。あの時、来たのが2820地区の
雨宮淳さん、淳って書いてあつしさんって仰いました
かね。その内容はもちろん聞いている方はご存じでし
ょうけども、グローバル補助金を使った社会奉仕、国
際奉仕、そしてロータリー財団の3委員会合同でその
発展途上国への支援。勉学のための学校建設。学校っ
たって場所はちょっと忘れましたけど、そんな大きな
ものでないんですね。ちょっとした小さな建物を作っ
たということでございますけども、それでもやっぱり
相当なお金を費やしたんですけどね。それは、もちろ
ん日本のロータリーと現地のロータリーが一緒になっ
てされたということでございます。雨宮会員のつくば
サンライズロータリークラブは20名くらいしかいない
んだそうですね。そこで彼が言うのには、聞いた事あ
るでしょうけども、よそ者、若者、ばか者、そういう
者が集まってやったというんですね。こちらの白河西
ロータリークラブは70数人の会員を擁しておりますの

で、是非グローバル補助金はもとより、地区補助金な
ど活用して発展途上国との交流をされますよう私のほ
うも期待しております。ただ、その時の活用の仕方。
例えば、米山奨学生が例えばネパールだ、ベトナムだ、
カンボジアだ。ああゆうとこからも来てる人もいらっ
しゃいますので、そういう方の情報を大事にすること
はとても良いと思うんですね。そういう所から来てる
方々が、その支援のために一つのツールとして役立つ、
役立つと言ったら大変失礼な話かもしれないけど。と
ても参考になるかと思いますので、是非そういう要す
るに社会奉仕という点では、今言いましたように奉仕
ということが絶対それはそうですよね。社会奉仕とい
うのはやっぱり地域社会、あるいは今でいう国際奉仕
も一緒になってやるという事が一つの大きな仕事かな
という思いをいたしておりますので、よろしくお願い
したいと思います。先程来、お話出ました規定審議会
の件ですけども、規定審議会というのは日本でいうと
国会のようなもんなんですね。日本は34地区だから34
人なんですけども。これは先程出ました4月13日から
17日までの5日間。その前後がありますから8日間とい
う事になりますけども。その代表議員に私が選ばれた
経緯はどういうふうに選ばれたかというお話をします
と、パストガバナー全員が実は指名委員会なんです。
その代表議員を選ぶ指名委員会で、手を挙げたという
かクラブの推薦なんです、実はこれ。クラブのほうに
書類が行って、そしてクラブから会長幹事のサインを
いただいて、実はそれは全く私は知らなかったんです。
書類がガバナー事務所のほうから行って、当時の会長
幹事が仁平幹事と渡辺友彦会長のとこに行ってたんで
すね。それは私も全然知らなかったんですけども、そ
ちらでサインをして地区のほうに送ったという事なん
です。そういう候補者が私の他にあと3名いたから計
4名が一応候補者だったんですけども。私としては今
回のこの卓話も、私が80幾つのくらいで大体80過ぎる
とあんまりお呼びがかからないんですけど、こうして
お呼びいただいたというのもありがたいことでありま
すと同時に、先程言ったその規定審議会の代表議員に
なるとは全然思ってなかったんです。あるパストガバ
ナーから「鈴木さん、辞退したらどうですか。」って
いう話があったんですけど、私はクラブで推薦を受け
たもんですから、クラブに言うっていうのはこれクラ
ブにそれ言っていただきたいっていうお話はしたんで
すけど、クラブのほうではやっぱりみんなの押しがあ
ったんでしょうね。選ばれたという事は、今回のこう
して山口さんとか西クラブのお誘いにこう私も乗って
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きたということと併せて、やっぱりそういう押される
という事は嬉しいなって実は思ってます。そういう中
で、審議をする諮問委員会の皆さんが10何人いらっし
ゃるんですけども、その候補者になった人は除外され
るんですね。そこで選ばれて、まあ一番私が年配だっ
たからというか、一番経験があるからという、まあそ
れは詳しくはわからないんですけどそういうことであ
りました。現在、山口治さんからも言われましたよう
に、事前に勉強会をやってんですね、この研修。もち
ろん、委員の中には34地区の中には宮本先生のように
弁護士先生もいらっしゃいます。本当は弁護士さんみ
たいな人がやるのが本当は筋なんでしょうけども、こ
ういう職業分類でいうとソムリエなんて人も入って
も、それはその人の感覚でやるんですね。これは誰に
も制限されない。今日は後でいろいろ皆様に聞きます
ので、どう思うかということを是非一緒になって考え
ていただきたいと思います。この立法案というのは実
はね、それを印刷したらこんな厚いんですね。ちょっ
といろんな紙に印刷したからあれですけど。86件です
ね。これは立法案っていうんですけども、立法案とい
うのはＲＩの組織規程。組織規程っていうのは何をい
うかというと、ＲＩの定款、ＲＩの細則。そして、皆
さんの手元にある標準ロータリークラブ定款の事をい
うんですね。これ3つをまとめて組織規程っていう言
葉で表すんです。私もそんな前までは知りませんでし
た、こういう言葉を。初めてこれに取り掛かって初め
てその組織規程っていうのはそういうもんだとわかっ
たんですね。立法案の中には制定案と今言ったＲＩ3
つのあるんですけど、その中見解表明案というのがあ
るんです。見解表明案というのは、ＲＩ国際ロータリ
ーの理事会のみが提出できる案件なんですね。86件の
うち事前審査というのがありまして、これ事前審査と
いうのは簡単な立法案についてその意見を求めてるん
ですね、これはアメリカに行かなくてももうまずいや
つは取り消されてしまう。ちなみに、簡単な案件って
どんな案件かというとちょっと紹介しますと、制定案
の25の01。2025年だから、25年のこれ1番。25の01と
いう案件なんですけど、これはロータリーの目的を改
正する件ということで、フランスとアンドラ。アンド
ラって国を知ってる方いらっしゃいます。私も実は今
日までわからなかったんです。さっき調べてきた。ア
ンドラってどこだろうってネットで調べたら、フラ
ンスとスペインのピレネー山脈の中にある公国、小さ
な国なんですね。4万か6万くらいしかいないんですけ
どもその国から出てるので、標準ロータリークラブの

定款を例えば皆さんお手元に持ってるかどうかわかり
ませんけども、クラブの第3条にクラブの目的ってあ
るんです。本クラブの目的は次のとおりであるってい
って、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅって5つあるんですね。そ
の中のＢ、五大奉仕部門に基づいて成果溢れる奉仕プ
ロジェクトを実施することとなってるんです、一つ
は。それにプラス社会って名前を付けたらどうだって
いうのが、一つのその改正案なんです。私からすれ
ば、社会っていうのをくっつけたかくっつけないかく
らいの、そういうのもこういうふうに国際ロータリー
の規定審議会に出すのかななんて思ってはいるんです
けども、これも実は賛成多数。多数っていったってね、
520票あるんですよ、世界で。520票のうちの409票以
上取ればそれが通過するんですけど、私はこれにその
くらいだったらいらないんじゃないかと思って反対し
たらですね、これが通ったんですね。ですから、400
票以上取ったんでしょうね、これ。私は社会ってくっ
つようがくっつけまいが、奉仕であれば、これ目的と
して全般的に言い方であればそれはそれで奉仕でもい
いんじゃないかなと思ったけども、この後実際、審議
会で否決されるかどうかはわかりませんけども、その
取り敢えずは通ったんですね。そういう案件があった
りするんです。簡単な案件もあるんです、これは。例
えば、その次はフランスのやっぱりある国からですね、
標準ロータリークラブ定款の11条にいろいろ書いてあ
って、委員会。皆さんが今、実際にあれしてる委員会。
例えばＡ、クラブ管理運営。Ｂ、会員増強。3番目、
公共イメージ。4番目、ロータリー財団。5番目、奉仕
プロジェクト。6番目、職業奉仕って今まではなかっ
たんですかね、それを加えたらどうですかっていうの
を私はこれ賛成にしたんですけど、やっぱりこれは通
りました。そういうような簡単な事前審査が実はあっ
たんです。日本ではそのうち10件を出して、大体通っ
てるようですね、ちなみに、日本では86件のうち日本
では26件も出したんですね。日本という国は本当に私
がそういうこと言うのもおかしいんですけども勉強家
なんですね。だって、80何件のうち26件が日本で出し
て、例えば神奈川のほうにある神奈川で4件、千葉で4
件、兵庫で3件、群馬で3件、京滋福奈。これあっちの
ほうの、京都、滋賀、福井、奈良で4県でこれは一つ
の地区なんですけど。そこでは3件。大阪、茨城、東
京、沖縄で各2件づつ出したんですね。どんな立法案
が出されているか紹介して、ご意見も伺いたいなと思
ってますので、一つよろしくお願いしたいと思います。
全部言うったらこれ大変な事になるので、ただ私が興
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味あったり、こんなのまで出るなんていうものをちょ
っと選んできました。25の07に新しいロータリークラ
ブの加盟に必要な会員数を減らす。例えば、新しいク
ラブを作る時は今までは20名なんですけど、それは今
度は15名にしたらどうだというのが、創立会員ですよ。
創立会員15名にしたらどうだという今度は金田ガバナ
ーがなった時にはクラブ創設なんていうことも、もし
考える時はこれがどういうふうになるかわかりません
けども、これＲＩの細則なんです。それを20名から15
名にする。私もいろいろな国のこれからちょっと言い
ますけど、その国その国によってこう考え方が違うな
と思うのがいろいろあります。例えば、その次25の09
のその案件はですね、各クラブの名誉会員の数を制限
する。これはインドから出てます。それはそのインド
から出てる地区の要望としては、総会員数の5パーセ
ントを超えない。これ白河西クラブも何人かいらっし
ゃいますよね。3人くらいいるのですか。一人、亡く
なっちゃった方もいらっしゃいますか。一応、5パー
セントを超えないという、だからこれ実はインドとか
ブラジルというのはロータリーには熱心ですね。熱心
というか争い事があるんです、ロータリーの中で。例
えば、ガバナー補佐を選んだりする場合は、隣の地区、
同じようなブロックの中で法廷闘争までしてんですね。
そういう案件も実は私らの、要するに規定審議の代表
議員にまで流れてくるんです。それを2週間の間に考
えて投票してくださいという。だから、インドという
のはそういう意味ではあれですね。それとですね、25
の11の中にはＲＩの定款、ローターアクトクラブの構
成。今、ローターアクトの年齢は18歳から何歳ってな
ってんですかね、今は。ローターアクトがくっついて
ご存じの方いらっしゃいますか。それを今度、以前は
30歳くらいまでだったと思うんですけども。ローター
アクトの年齢を18歳は大体決まってんです。40歳にし
たらどうだというのがインドのある地区。そしたら、
もう一つの別のインドのある地区から、ローターアク
トクラブの年齢を18歳から25歳にしたらどうだという
話もあるんですね。私も実際白河ローターアクトクラ
ブがあるので、その彼らに聞いてみたんです。そした
ら、あんまり年齢の高い人じゃないほうが、もう少し
こう年齢落としたほうがいいなんてお話があって、な
るほどという思いもしてるんですけども。それと、こ
れも大事な問題ですけど25の33って、雑誌購読。今、
ロータリー誌来てますよね。あれは一応強制的なんで
すけども。雑誌購読を任意とする件というのがブラジ
ルから出てるんです。これ細則の21条に、もちろんご

存じのように今まで各会員はロータリー雑誌を読まな
きゃならない、取らなきゃならないんです。購読義務
になって。それをその購買は選択できるって、どうな
っちゃうのかな。さっきも山口会員と話しましたけど
ね。宮本会員さん、どう思いますか。その雑誌の購読
を、要するに義務でなくするという。

○宮本多可夫会員
　今、義務は会費を払う義務と購読義務。私は今まで
どおり続けるべきです。

○鈴木邦典様
　そうですね。この収入っていうか、あれも当てにし
てるとは思いますし、確かに今度はガバナー月信もな
んかやらないみたいですね、地区によってはね。そし
たら、ある諮問委員会でパストガバナーの一人が個人
的な話ですけどもそれは続けてもらいたいんですな
んて話をしてましたけども。まだまだ確かにデジタ
ル、インターネットとかマイロータリーからはピック
アップ出来るんですけども、果たしてそれだけでいい
のかという思いもありますよね。これはいろいろ皆さ
んのご意見も参考にしたいと思いますけども、そうい
うブラジルから出ております。あと、ゾーンの構成の
基準の決定の基準を見直すと。今、ゾーンってぱっ
とこうわかんない方もあるでしょうけども、例えば
今、日本は第1ゾーンなんですけどね。これ日本全体
も栃木県だけが入ってんですかね、第1ゾーンに。あ
とは東京とか名古屋か大阪のあたりまでが第2ゾーン
で、そして関西から以南が第3ゾーンとなってんです
ね。ゾーンを見直すという、何であれが大事だかとい
うと、我々の理事の選出の数の問題なんですね。直接
的にはちょっとあんまり関係ないと思う時もあるんで
すけども、まあ会長さん経験、あるいはいろいろな場
所に行くと、やっぱりそういう事もちょっといろいろ
な問題が出てくるんですね。次は、事務総長に対す
る報酬手続きを改正するという。事務総長というの
は、そしてこれは日本の2560地区、どこだったですか
ねこれは、例えばその中に2560地区で提案してて、そ
の参考としては国際組織の役員が受け取る報酬を参考
にしてくださいということ書いてあります。国際組織
っていったらば、例えば国連。国連の事務総長の給与
ってどのくらい、なんかね60万ドル。60万ドルってい
ったら7,000万か8,000万くらいでしょ、大体。アメリ
カ大統領ってもうちょっと上みたいですけど、それに
匹敵するくらい貰ってるんですね、今。皆さんの会費
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からですよ。だからこれも、実はこれ今回ばかりじゃ
なくて今までもそうなんですけども、そういう報酬の
手続きの問題、一つ。それと事務総長の任期。事務総
長の任期を今、1期5年なんです。その規定では、反対
しなければ何回でも出来るみたくなってるんです。そ
れを東京足立ロータリークラブが2回までという事を
提案してるんです。更に、長崎中央ロータリークラブ
と佐賀南ロータリークラブが共同で事務総長は最高2
期までにするという、そういうあれを出してるんです
ね。果たして、通るかどうかこれわかりませんけど
も。ただ、日本人的感覚とヨーロッパの感覚、ヨーロ
ッパとは限りません。外国の感覚はちょっと違うんで
すね、全然。話は戻しますけど、例えば定款とか変更
の場合に選挙と選出という言葉、これ英語を引くとエ
レクトという言葉が出てくるんですけども。選挙をそ
の選出したらどうだというある日本のロータリークラ
ブが提案してるんです。だけど、外国の人どう考える
のかなと思ってます。選出と選挙っていうのは日本人
的感覚からいえば、なんか微妙に違うような気もする
んですけど、外国人から見たら選挙、選出に変えるこ
とについてどう思うのかなと思って、どなたか、永野
さん、どう思います。あのね、選挙と選出っていうの
は確かに日本的考え方からすれば微妙なんですけど
も、英語的感覚からしたら別にどっちだって同じだろ
うっていうふうになっちゃうと思うんですね。それは
個人的な意思を投票で示すんですけども、それはそれ
までいろいろなんですか、日本全国で勉強会がありま
すので、そういう時にいろいろ出てくるんです、それ
とあと大きな問題としては、人頭分担金。直接的には
関係あるんです、これ皆さん。人頭分担金って大体ど
の位払ってるかわかるかわからないかわかりませんけ
ども。例えば、25だから今度は泉田年度。泉田年度は
25から26年度半年ごとですよ。半年ごとに41ドル払う
んです。これは決まってんですけど。大体計算します
と、6,150円位。だから、一年で大体12,000～13,000円
払ってるんですよ、皆さんの。国際ロータリーに人頭
分担金として。これが今度金田年度になると、42ドル
75セント。大体1ドル75セント上がるんですね。具体
的に言うと、6,412円になるんです。その次の年、ま
た上がるんですよね。この人頭分担金をですね、実は
そのこれはＲＩの理事会から出てんです。ＲＩの理事
会ではどう考えてるかというと、3つの案を出したん
です。今日来る前の国際ロータリーからのメールが来
てですね、その3つのうちの最初の案を撤回したんで
す。撤回したというのは絶対これ反対されると国際ロ

ータリーが思ってるから、それ言う必要があるかどう
かなんですけども。じゃ、その撤回したやつはどうい
う文言かというとですね、各クラブは各会員につき理
事会で定められたとおり人頭分担金を支払う。要する
に、有無を言わせず国際ロータリーの理事会が決めた
らそのお金は払ってくださいってのが、その今回撤回
されたんです。悪いと思ったんでしょうね、そういう
あまりにも強気でやるということ。3つ目じゃあどう
いうやつかというと、各クラブでは次のように支払う。
そして、その人頭分担金は今度我々がやる規定審議会
によって改正されるまで変更されないものとする。こ
れに落ち着きどころをＲＩ理事会が探ったようであり
ます。ところが今度、インドのほうからまた提案があ
って、人頭分担金を増額する件って出てるんですね。
だから、さっき言った金額今度は上がる可能性がある
んです。今度はその後の25の51って、今度は日本から
ですね、現在の人頭分担金の金額を維持する件ってい
う今度は日本の2820地区。これは茨城県なんですけど、
実は。茨城県からこの案件が出てるんです。その案件
の内容は、25要するに泉田年度には半年ごとに41ドル、
さっきのと同じ6,100幾らくらいですか。6,120円くら
い。それ以降は41ドルに据え置かれる。規定審議会に
よって改正されるまで変更されないものとする。これ
もちょっと、とてもいいんです、安くて。だけど、果
たしてそれでいいかどうか。それは全世界の審議会で
決まるわけですけど。そういう案件が出てる。条文の
今、なんか論争してるみたいなんです。今度はまた別
なあれですけど、25の52って各クラブが最低10人分の
会費を支払うことを規定する件っていうのは、実はＲ
Ｉの理事会から出てたんですけど、実はこれも今日の
来たメールで撤回されてたんですね。これはもう出さ
ないと。この立法案は出さないという事になったんで
す。直接的に関係あるかどうか知りませんけど、次の
文言としては、地区がクラブ会員を対象とした調査を
実施し、ロータリーの未来について討議することを規
定する件。これ実はガバナーの任務、今度は金田さん
が来年ガバナーになりますけど、ガバナーの任務って
のは18項目もあるんですよ、いろいろこうしなきゃな
らないって。それにプラスになってるんですね。これ
はいいんじゃないかなって気はしますけどね。未来の
事。その次の問題はまたちょっとこれね、いろいろ大
変な25の72、地区大会を毎年開催する要件を削除する
件。これはＲＩの理事会から出てるんです、実は。細
則に、地区大会は毎年開催するものとなってるんです、
これを毎年開催することが出来ると今度は変更する、
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多分、通るんじゃないかと思うんです、これＲＩ理事
会ですから。実は私、今から20年前にＧＳＥって聞い
たことある人は古い人だと思いますけどＧＳＥってあ
りましたよね。グループスタディエクスチェンジ。こ
れアメリカのルイジアナ、ミシシッピっていって、メ
キシコ湾に面しているその地区、2つの州が集まって
地区の番号は忘れましたけど、そこでも地区大会に行
ったんですけど、2つの州ですから本当は行けば千人
以上集まるんですけども意外と少ない。何百人くらい
しかいないんですよ。ただ、私がホームステイしたそ
のやっぱりロータリアンですけども、そこでは自分た
ちが好きな料理を持って行って、こうお互い持ち合い
ながら料理を食べ、そしてメキシコ湾に近いもんです
から、メキシコ料理っていうか。テキーラって周りに
塩かなんか撒いてこう飲むやつ。あれも美味しいんで
すけど、ああゆうものを出す。しかし、今言ったよう
にたいした人が来てないんですね。だから、必要とさ
れる地区大会を開催されるという柔軟性が与えられる。
地区大会の出席者が少なくってのは多分そういうのも
見てんだろうと思いますけども、その価値を提供され
てない一部の地域では多大な時間、労力、事務的負担
が大変だと。そして、当然地区大会をやればこの会長
代理来ますよね。会長代理に対する謝礼はＲＩで払っ
てるんです。それに経費はそこに書いてありましたけ
ど54万6千ドル。520で全部がそうかわかりませんけど
も、これで日本円だと8,000万から9,000万くらいなん
ですね。ですから、そういうＲＩから地区大会をもう
やらなくてもいいんじゃないかという、やらなくたっ
ていいじゃなくて開催することが出来るっていうこと
で、先程の機関誌を読むか読まないかと似たような問
題でやっぱり、これ開催するって例えば、片倉先生、
どう思いますか、地区大会。開催すること、今までは
開催するものとすると決まってたんですけど。

○片倉義文会員
　義務でいいと思います。

○鈴木邦典様
　義務でね。確かに場所がなんて言うんですかね。機
関誌その『ロータリーの友』と同じように、一年に一
回ぐらい集まらなかったらば本当にどうなっちゃうの
かなと思いますけどね。これ選択性なんていったらね。
池田さんはどう思います。

○池田浩章会員
　義務でいいと思います。

○鈴木邦典様
　義務でね、はい。確かにこれね、確かにそれやるの
は大変ですけども、しかしこれやらないとガバナーの
仕事もなくなっちゃうかもしれないですけどね。は
い、ありがとうございます。あと、会長エレクト研修
セミナーとか地区協議会、これもね実は名称が今度変
えたいという、これはＲＩの理事会から出て、ＲＩ理
事会から出てる提案っていうのは大体は通るんですね。
その他、奉仕部門で例えば今、五大奉仕部門ってある
でしょう。あれをね、三大奉仕にしたらどうだなんて
いう実は東京本郷ロータリークラブからも出てるんで
す。しかし、三大奉仕っていうと、クラブ奉仕、職業
奉仕、その次社会奉仕が出てくるんですけども、その
後、青少年だ国際奉仕だってあるんですけども、その
社会奉仕部門の中にその国際的な交流や青少年の文言
を入れて、それで三大部門にしたらどうでしょうかと
いう事も出てますけどね。これはまあ、どうなるかわ
かりません。いずれにしても、我々日本人が考えてい
る事。あるいは、世界で考えている事。そういうもの
がこういう規定の中にいろいろと垣間見ることが出来
て、我々としてもいい勉強というか参考になるなとい
う思いもありますし、世界っていうのはやっぱり広い
なと思ってますね。また、4月終わって5月と6月にも
地区のほうでもこういう報告会もありますし、あちこ
ちで行ってまた報告する機会がありますけども、今日
白河西ロータリークラブさんにこうして呼んでいただ
いて、私も事前勉強になりました。かえってお礼を申
し上げたいと思います。今日はご清聴ありがとうござ
います。
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